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はじめに

本研究資料は，ヨルダン国会選挙の動静，と

りわけ2007年11月に開催の予定される第15期

国民議会下院選挙と，過去の選挙を比較するた

めの第一ステップとして，第14期国民議会の選

挙結果の詳細を紹介することを目的とする。ま

たさらに，本資料が当選議員の経歴・出自等を

元にした政治エリート層の分析など，今後のヨ

ルダンおよび東地中海諸国の政治社会学的研究

の一助ともなれば幸いである。本稿では，まず

第1節でヨルダン憲法上の下院の位置づけと選

挙法上の選挙の特徴について整理し，第2節に

おいて第14期下院選挙の特徴と今後の中心的争

点と注目点を指摘する。

1 下院の法的位置付け

ヨルダン憲法の第 1条では，ヨルダン国民は

アラブ民族の一部であり，統治は世襲の国王を

戴く議会制に基づくものとされ，また同第24条

では，「国民は全ての権力の源泉である」ことが

明記されている。国民は直接間接にその権力を

行使できるが，選挙法に基づく直接秘密投票に

よる下院議員（Majlis al¯Nuwwāb）選挙がその代

表的なものである（第67条）。その一方で，「立

法権は国民議会（国会）（Majlis al¯Umma）と国王

に与えられる」（第25条）ことが定められている。

また「行政権は国王に与えられる。国王は現行

憲法の規定に応じて閣僚を通してその権力を行

使する」（第26条）ことが定められている。すな

わち国王は首相や閣僚を指名することで行政権

を行使するのである。また全ての判決は国王の

名の下に成される（第27条）ので，司法権も与え

られていることになる。

このように，広範な国王の権利がヨルダンの

統治システムの特徴の一つとなっている。その

権力の歴史的基盤は，アラブ独立運動の尖兵と

しての国王の役割や，トランスヨルダン政府の

最初の創設者であることに存すると考えられ

る。国王は，即位する際，上院議長の主催する

国民会議で憲法の規定を尊重し遵守することと

国民に対する忠誠を誓うことになっている（第

29条）。ただし最終的権限は国王が握っているも

のの，例えば国王の承認しなかった法案でも，

一定数の国民議会の再承認によって成立するこ

とや，国王の指名した首相を承認しないことで，

議会が独自性を主張することができることなど
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から，立法府としての一定の機能は有している

と見なすことができる（注１）。

上院・下院からなる国民議会は，政府を監督

する。しかし，政府の信任・不信任の権限は下

院にのみ与えられ（第54条），「首相と大臣は，

国家の公共政策に関し，下院に対して連帯責任

を負うものとする。更に全ての大臣は自らの省

の問題に関して責任を負う」（第51条）ことが定

められ，また下院には弾劾法案を出す（第56条）

権限も求められている。このように国民の意思

を代表する下院には，上院より強い権限が与え

られていることがわかる（注２）。

下院の議員定数は110議席（キリスト教徒 9，

シャルカシー 3，女性 6），選挙区は45，投票権は

18歳以上（選挙年の 1月 1日時点で）に認められ

る（選挙法第 3条）。立候補者は立候補届出日の

時点で 30歳以上の者（選挙法第 8条）とされ，

軍・警察・消防・情報局などに勤務する者の投

票は認められない（選挙法第 2条）。また立候補

の主な条件は，ヨルダン国籍を得て10年を経過

していること，外国籍を持っていないこと，投

票者リストに登録していること，破産していな

いこと，法的資格に制限を受けていないこと，

非政治的理由で 1年以上投獄されていないこ

と，外国政府から経済的利益を得ていないこと，

精神的に健常であること，国王の親戚でないこ

と，外国の政治組織に属していないことなどと

なっている（選挙法第 8条）。また，政府職員や

それに準ずる者の立候補は禁じられており，立

候補の場合は辞任しなければならない（選挙法第

9条）。各候補者は登録時に500JDを財務省に支

払わなければならない。選挙運動では，他候補

者の批判，公的秩序を乱す言動が禁じられると

ともに，モスクや大学や道路や公共の建物で集

会や演説会を開くことを禁じられている（選挙

法第 7条）。選挙監視は内務省が法律関係者を交

えて選挙管理委員会を作り担当するが，候補者

は投票や開票を監視することができる。有権者

は所属の選挙区内の投票所で投票するが，投票

方法は候補者の名前を直接記入する方式をとっ

ている。

2 第14期下院選挙の特徴

第14期ヨルダン国民議会の下院選挙は，2003

年 6月17日に実施された。同選挙は予定された

選挙日（2001年11月）より概ね 1年半遅れで実施

された。1989年11月，ヨルダンで下院議員選挙

が再開されて以来，選挙実施がこれほど長く延

期されたのは初めてであったが，1999年のフセ

イン国王死去（1953年即位）に伴う現アブドッラ

ー２世（注３）国王への国家元首の交代，2001年の

「9.11」以来の内外の混乱などに対応するための

体制固め，などが延期の背景として考えられ

る（注４）。選挙の結果，野党の中心となるイスラ

ーム行動戦線（Islamic Action Front：略称IAF）は，

第12期下院選挙の16議席より多い17議席を獲

得したが（13期選挙はボイコット），議員定数が

30議席増えるなかでの 1議席増加は実質的には

低下であり，IAFに左派・ナショナリストを合

わせた野党全体でも，第12期下院選挙の27議

席より少ない26議席程度にとどまった。これで，

1989年の「民主化プロセス」開始以来，選挙ご

とに野党が衰退する傾向がより明確になった。

今後の選挙では，この傾向がさらに続くかどう

かが最大の注目点となろう。

第14期の下院議員選挙で選挙前から注目され

ていたのは，前回選挙をボイコットしたIAFの
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動向と選挙法改正の内容であった。IAFは，前

回選挙のボイコットの主な理由となった投票方

法が再び採用されたにもかかわらず，選挙に参

加した。それには，前回選挙のボイコットをめ

ぐり離党者を出す混乱に直面しただけでなく，

立法の場を離れたことによる影響力低下に対し

て内部批判が噴出したことなどが背景として考

えられる。また，選挙参加の意向を固めた IAF

は，選挙前に国王側と協議し立候補者を30名に

絞ることを約束したが，党で候補者を絞った結

果，「強硬派」とされる議員が公認から外され，

同候補者は他の数名とともに離党して立候補し

た（同議員はアンマン第 2区で当選）。このような

体制側との談合をめぐる内部対立問題は，今後

とも，IAFが合法的に政治活動をする際の焦点

となっていくものと思われる。

前述のとおり，いちばんの論争点である投票

方法（単記制）（注５）への批判に関しては，改正選

挙法での修正はみられなかった。この点に関し

ては，政府側からは単記制こそが先進的民主主

義体制における一般的特徴であるというフセイ

ン国王時代からの主張が繰り返された。ほかの

改正点としては，地方と都市部の一票の重さの

相違問題に対応するため都市部を中心に議席割

当が拡大され，これに応じて下院定数が80議席

から110議席に増加したことが挙げられる。ま

た低投票率の原因の一つとされる投票方法の煩

雑さに対応するため，投票手続きの簡素化が図

られた。例えば，投票時の身元確認のために内

務省発行のIDカードを利用することや，有権者

が選挙区内のどの投票所でも投票することが認

められた。また政治参加の拡大に関しては，投

第14期ヨルダン国民議会下院選挙結果

（注）1989年，93年，97年の選挙の議員定数は1986年選挙法（修正を含む）に基づき実施された。2001年暫定選挙法に
よる議員定数増員に基づき2003年選挙が実施された。

（出所）ヨルダン内務省。

行政区 1986年法 2001年法 増加議席数
選挙区 議席数 選挙区 議席数

アンマン 5 18 7 23 5
中部ベドウィン 1 2 1 3 1
ザルカ 1 6 4 10 4
バルカ 1 8 4 10 2
マダバ 1 3 2 4 1
マフラク 1 3 1 4 1
北部ベドウィン 1 2 1 3 1
イルビド 1 14 9 16 2
アジュルン 3 3 2 4 1
ジェラシ 1 2 1 4 2
カラク 1 9 6 10 1
タフィーラ 1 3 2 4 1
マアン 1 3 3 4 1
南部ベドウィン 1 2 1 3 1
アカバ 1 2 1 2 0

合　計 21 80 45 104 24
女性配分議席 0 0 0 6 6

総　計 21 80 45 110 30

表 1 選挙法による議席分配比較
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票権がこれまでの19歳から18歳に引き下げら

れたほか，女性の代表権拡大のために女性候補

者枠を設定し，所属選挙区内での得票に応じて

女性候補者に順位がつけられ全国で 6名の女性

下院議員が選出された（54名が立候補）。

しかし，票の重さに関する改正が完全には地

域格差の問題を解消していないことや，全国規

模の独立した選挙管理委員会の設立や国際的監

視組織の参加は実現せず，選挙の実施は内務省

のみの管理下に置かれているという問題がまだ

残されている。（IDカード保持者に関する）投票

率は 58.8％と 1997年の 55.7％を上回ったが，

1993年の68.2％には及ばなかった。このように，

改正によってもそれほどの投票率の伸びがみら

れなかった背景には，近年の民主化後退に対す

る一般的批判や政治に対する不信が解消されて

いないことが考えられる。

なお，ヨルダンの下院における，政党代表率

は，おおよそ30％にとどまっており，そのうち

実質的に唯一野党として機能するのが IAF（17

議席）であり，その次には保守派の国民立憲党

（2議席）（注６），その他が左派および中道の弱小

政党が占めている。議員の 8割は議会ブロック

に属しているが，政党を核にしたある程度イデ

オロギー的背景をもつのは IAFのブロック（17

議席）と保守派の国民行動戦線（22議席），左派・

研 究 資 料

（注）カッコ内は立候補者数。女性枠（ 6名）は，通常の選挙落選の女性候補者に，得票によって順位がつけられる。
M：ムスリム　C：キリスト教徒　Ch：シャルカシー/シーシャーン。

（出所）ヨルダン内務省資料。

選挙区 M C Ch 選挙区 M C Ch

アンマン1 4（28） 0 0 カラク3 2（11） 0 0
アンマン2 4（31） 0 0 カラク4 1（6） 0 0
アンマン3 4（32） 1（6） 0 カラク5 1（12） 0 0
アンマン4 3（20） 0 0 カラク6 1（11） 0 0
アンマン5 2（13） 0 1（2） ザルカ1 2（24） 1（5） 1（4）
アンマン6 2（16） 0 1（3） ザルカ2 3（21） 0 0
アンマン7 1（14） 0 0 ザルカ3 1（14） 0 0
中部ベドウィン 3（16） 0 0 ザルカ4 2（21） 0 0
イルビド1 4（35） 0 0 マフラク 4（18） 0 0
イルビド2 2（12） 1（3） 0 北部ベドウィン 3（20） 0 0
イルビド3 1（13） 0 0 ジェラシ 4（32） 0 0
イルビド4 2（13） 0 0 アジュルン1 2（19） 1（16） 0
イルビド5 2（13） 0 0 アジュルン2 1（7） 0 0
イルビド6 1（10） 0 0 マダバ1 2（15） 1（5） 0
イルビド7 1（10） 0 0 マダバ2 1（17） 0 0
イルビド8 1（12） 0 0 タフィーラ1 3（19） 0 0
イルビド9 1（8） 0 0 タフィーラ2 1（14） 0 0
バルカ1 5（31） 2（7） 0 マアン1 2（8） 0 0
バルカ2 1（7） 0 0 マアン2 1（12） 0 0
バルカ3 1（11） 0 0 マアン3 1（8） 0 0
バルカ4 1（7） 0 0 南部ベドウィン 3（23） 0 0
カラク1 2（9） 1（3） 0 アカバ 2（13） 0 0
カラク2 1（ 3） 1（2） 0 総　計 92（709） 9（47） 3（9）

表 2 第14期下院選挙宗派別議席配分と立候補者
（単位：人）
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表 3 選挙区別当選者名簿

候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

aハリール・フセイン・ハリール・アティーエ
Khall̄l H

˙
usayn Khall̄l ‘At

˙
l̄ya

1958／
アンマン

19,256アインシャムス大卒（エジプト）
経営コンサルタント
1997年当選
エンジニア協会会員

aアッザーム・ジャミール・ファーリス・フネイディ
‘Azzām Jaml̄l Fāris al¯Hunaydl̄

1948／
リッド
（パレスチナ）

15,833イスラーム
行動戦線

カイロ大卒
単科大学副学長，イスラーム病院エンジニア局長，エンジニ
ア協会会長（2000～2002年）

aアブドルハフィーズ・ターレブ・ヒート
‘Abd al¯H˙

afl̄z
˙

T
˙

ālib al¯Hl̄t
1930／
ベイト・ナバラ
（パレスチナ）

4,591ベイルート・アラブ大卒
実業家

aハリール・アジャージ・サーレム・ハバールネ
Khall̄l ‘Ajāj Sālim al¯Habārina

1938／
アンマン

3,419高卒　
ヨルダン軍勤務（1958～76年）アンマン県議会議員（1995～
2003年）

sアブドルモネム・ラアファト・アブー・ザント
‘Abd al¯Mun‘im Ra’fat Abū Zant

˙
t

1949／
エルサレム
（パレスチナ）

13,033ラホール大（パキスタン）修士，バグダード大卒，アズハル
大卒，サウジ・クウェート・ヨルダン等で教員，第11・12期
下院議員（1989～97年），イスラーム行動戦線を除名

sムーサー・アリー・ムハンマド・ワヒシュ
Mūsā ‘All̄ Muh

˙
ammad al¯Wah

˙
sh

1952／
ベツレヘム
（パレスチナ）

10,627イスラーム
行動戦線

ベイルート・アラブ大卒，ジュバ大（スーダン）会計学博士

sムハンマド・サルミー・ハサーン・クーズ
Muh

˙
ammad Salml̄ H

˙
asān al¯Kūz

1951／
ジェリコ
（パレスチナ）

6,922NAF高卒
会社経営（1986～2003年），建設業協会会員（1996～2002年）

sタイシール・マフジューブ・ヤーシーン・フ
ィトヤーニー

Taysl̄r Mahjūb Yāsl̄n al¯Fityānl̄

1951／
ガザ
（パレスチナ）

8,944イスラーム
行動戦線

シンド大（パキスタン）博士，クルアーン大（スーダン）博士
ワクフ省（1974～76年），リヤドの複数の学校で宗教教育指
導（1977～2000年）

dズハイル・シャリーフ・アスアド・アブー・ラーゲブ
Zuhayr Sharl̄f As‘ad Abū al¯Rāghib

1942／
アンマン

7,891カイロ大卒
法律家，ヨルダン弁護士協会会員

dマムドゥーフ・サーレフ・アフマド・アッバーディ
Mamdūh

˙
S
˙
ālih

˙
Ah

˙
mad al¯‘Abbādl̄

1943／
アンマン

7,792DGB英国で眼科学士取得
ヨルダン医療協会会長（1987～91年），厚生相（1991年），ア
ンマン市長（1993～98年）

アンマン第1・第2・第3

dアブドッラヒーム・カーシム・アブドッラヒーム・マルハス
‘Abd al¯Rah

˙
l̄m Qāsim ‘Abd al¯Rah

˙
l̄m Malh

˙
as

dマルワーン・ハーミド・マフムード・スルターン
Marwān H

˙
āmid Mah

˙
mūd Sult

˙
ān

dCオーデ・ブトルス・オーデ・クワース
‘Awda But

˙
rus ‘Awda Quwās

1937／
アンマン

1948／
アンマン

1950／
アンマン

ベイルート・アメリカ大医学博士
マルハス病院外科部長（1975～93年），厚生相（1993～94年）

高卒
食料品会社社長（1966～2003年）

アテネ大医学博士
外科医

6,009

3,717

4,489

リベラルの民主連合ブロック（9議席）である。

政党代表率の低さは常に問題となる重要な指

標であり，民主制の定着や政治文化をめぐる議

論の対象となるが，他方で，一般に「体制派」

として一括して扱われることの多い政党によら

ない独立派当選者の傾向の微細な変化も，今後，

検討していく必要がある。それは，独立派当選

者をとりまく（特に1990年代以降の）社会経済構

造の変化が，彼らを体制派にとどめていた環境

自体を変化させている可能性があるからであ

る。また同様に，これまでヨルダン政治に無関

心として扱われてきたパレスチナ系ヨルダン人

の動向についても，パレスチナ系議員の世代交

代，政治的傾向（特にイスラーム政党とのかかわ

りあるいは体制化）などに注目して，評価してい

く必要があろう。
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候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

fアドナーン・ファーリス・ユーセフ・ハッスーネ
‘Adnān Fāris Yūsuf H

˙
assūna

1945／
アンマン

11,484イスラーム
行動戦線
（創設メン
バー）

ベイルート・アラブ大卒，パンジャブ大修士，ナイル大（ス
ーダン）博士
ヨルダン・モロッコ・UAE・サウジアラビアでアラビア語教
員・校長等を歴任（1965～2000年）

fビルジス・シャーヘル・サーエル・ハディード
Birjis Shāhir S

˙
āyil  al¯H˙

adl̄d
1936／
ジュワイダ

7,659人民委員会
運動党

エジプトの専門学校卒
ヨルダン空軍士官（1957～76年），アンマン県議会議員，上
院議員，第13期下院議員

fナーエフ・イブラーヒーム・サーレム・アブ
ー・マハフーズ

Nāyif Ibrāhl̄m Sālim Abū Mah
˙
fūz

˙

1961／
マダバ

6,428ナイル大（スーダン）学士
船会社勤務，アカバ経済特区専務

gムハンマド・アブドルカーディル・ユーセ
フ・アブー・ファーリス

Muh
˙
ammad ‘Abd al¯Qādir Yūsuf Abū Fāris

1940／
ファルージャ
（パレスチナ）

11,666イスラーム
行動戦線

ダマスクス大卒，アズハル大博士
ヨルダン大教授（1975～85年），第11期下院議員（1989～93
年）

gムハンマド・アブドッラー・ハマド・アブー・フデイブ
Muh

˙
ammad ‘Abd All āh al¯H

˙
amad Ab ū

Hudayb

1960／
アンマン

5,427DGB大学医学部卒（ルーマニア），王立病院医師（1986～95年），
アンマン県議，第13期下院議員（1997～2001年）

g（Ch）ウスマーン・ハミード・アリー・アリ
ー・シーシャーニー

‘Uthmān H
˙

aml̄d ‘All̄ Shl̄shānl̄

1944／
アンマン

1,486ワディシール短大卒，アンマン市建築局勤務（1964～67年），
アンマン県議（1995～2003年），シーシャーン人指導者

hハーシム・ハリール・ムハンマド・カイシー
Hāshim Khall̄l Muh

˙
ammad al¯Qaysl̄

1940／
アンマン

4,760カイロ大卒，公安局麻薬課長（1984～88年），イルビド県警
長官を経てヨルダン大教授

hニダール・ムハンマド・アミーン・アッバーディ
Nid

˙
āl Muh

˙
ammad Aml̄n al¯‘Abbādl̄

1963／
イルビド

5,443イスラーム
行動戦線

ヨルダン大卒，ヨルダン大修士
教育省（1982～89年），短大講師

h（Ch）ルーヒー・ヒクマト・ラシード・シャ
ハールトゥーグ

Rūh
˙
l̄ H

˙
ikmat Rashl̄d Shah

˙
āltūgh

1943／
アンマン

2,193ダマスクス大歯学部卒，カイロ大，英国の大学に学ぶ，ヨル
ダン陸軍歯科医，陸軍病院を経て開業（1999年～）

jアブド・ユーセフ・アブドッサワービーヤ
‘Abd Yūsuf ‘Abd al¯Thawābiya

1955／
アンマン近郊

2,388モースル大（イラク）卒，農業省（1978～83年），森林・農
業関連の要職を歴任

アンマン第4・第5・第6・第7

候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

aアリー・フセイン・アブドルワーリー・アトゥーム
‘All̄ H

˙
usayn ‘Abd al¯Wāll̄ al¯‘Atūm

1942／
ジェラシ

8,461イスラーム
行動戦線

ダマスクス大卒，カイロ大博士，イルビド各地でアラビア語
教師，国内・リビア・UAEの大学でアラビア語講師，ヤルム
ーク大講師（1991～2002年）

aムハンマド・ハサン・ムハンマド・ブズール
Muh

˙
ammad H

˙
asan Muh

˙
ammad al¯Buzūr

1950／
ジェニン
（パレスチナ）

6,509イスラーム
行動戦線

バグダード大卒，薬局経営（1983～2003年），ほかに会社役
員，ヨルダン薬剤師協会会員

aユーニス・アフマド・フメイダーン・ジャムラ
Yūnis Ah

˙
mad H

˙
umaydān al¯Jamra

1952／
ジェリコ
（パレスチナ）

6,459NAFヨルダン教員養成所終了，ヤルムーク大卒（1973年），
UNRWA教員（1973～93年），イルビド県議（1995～98年），
政治評論を多数新聞雑誌に寄稿

aムハンマド・ムーサー・アブドッラー・バニ
ー・ハーニー
Muh

˙
ammad Mūsā ‘Abd Allāh Banl̄ Hānl̄

1940／
イルビド

5,741アレクサンドリア大卒（エジプト），米ダラス大修士，空軍
士官（1979～82年），空軍研究所を経て，セメント会社役員，
第13期下院議員（1997～2001年），ヨルダン・エンジニア協
会会員

sアブドッラウーフ・サーレム・ナハール・ラ
ワーブデ
‘Abd al¯Ra’ūf Sālim Nahār al¯Rawābuda

1939／
アンマン

5,715ベイルート・アメリカ大卒，運輸相（1976～77年），運輸厚
生相（1977～78年），厚生相（1978～79年），
第11・12・13期下院議員（1987～2001年），公共事業・住
宅相（1989～91年），副首相兼教育相（1995～96年），首相
（1999～2000年），上院議員（2001～2003年）

sサーミー・アリー・ムハンマド・ハサーウネ
Sāml̄ ‘All̄ Muh

˙
ammad al¯Khasāwina

1948／
イルビド近郊

2,890NAFダマスクス・イスラーム専門学校卒，大西洋大（チュニジア）
経営学士（1999年），エイドゥーン市長（1986～97年），イル
ビド慈善協会連合会長（1984～ 97年），第 13期下院議員
（1997～2003年）

イルビド第1・第2・第3
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候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

fフワーズ・マフムード・ミフレフ・ゾアビー
Fawwāz Mah

˙
mūd Miflah

˙
al¯Zu‘bl̄

1950／
ラムサ

6,787NAF高卒（タウジーヒ資格），貿易業，ラムサ市長（1989～92年），
ラムサ市議（1992～93年），第12期下院議員（1993～97年），
第13期下院議員（1997～2003年）

fアワド・ユーセフ・ハマド・ジヤーバート
‘Awad Yūsuf al¯Hamad al¯Dhiyābat

1958／
ラムサ

5,874DGBヤーシュ大医学部卒（ルーマニア），ヨルダン大修士，厚生
省医師（1988～89年），王立医療サービス病院を経てヨルダ
ン大学病院（1989～94年），厚生省専門医（1994～2003年），
ヨルダン医療協会会員

gスレイマーン・ファイヤード・スレイマー
ン・オベイダート
Sulaymān Fayād

˙
Sulaymān ‘Ubaydāt

1960／
イルビド近郊

4,473アレッポ大卒（シリア），公務員を経て，イルビドの電気会
社勤務

gマーゼン・ムハンマド・ムーサー・シャラー
ヤア・マルカーウィー
M āzin Muh

˙
ammad M ūs ā al¯Shar āya‘a

Malkāwl̄

1959／
イルビド近郊

3,895バグダード大卒，北ゴール地域社会開発局長（1979～2000
年），ジェラシ県社会開発局長（2000～2002年），バニクナ
ーナ地区社会開発局長（2002～2003年），北マザール地方社
会開発局長（2003年）

hナビール・ムハンマド・サイード・サリーム
Nabl̄l Muh

˙
ammad Sa‘l̄d Sall̄m

1958／
イルビド近郊

9,337DGBヤーシュ大医学部卒（ルーマニア），厚生省専門医（1990～
2003年），ヨルダン医療協会会員

jミジュヘム・ハマド・フセイン・スクール
Mijh

˙
im H

˙
amad H

˙
usayn al¯S˙

uqūr
1960／
北ヨルダン渓谷

9,756アンマン・アルアクサー建築専門学校卒，デイル・アラ農民
組合指導部勤務，アルカリーマ市長，第13期下院議員（1997
～2000年）

lマフムード・ムフセン・ファーレフ・ムヘイダート
Mah

˙
mūd Muh

˙
sin Fālih

˙
Muhaydāt

1948／
イルビド近郊

1,967ジェスイット大文学評論Ph.D.（ベイルート），パンドゥス大
（アテネ）政治経営Ph.D.，イマーム・ムハンマド大（サウジア
ラビア）講師，ジェラシ大学生部長，科学技術大顧問，駐ギ
リシャ大使館文化顧問（1990～95年）

kムスタファー・サーレフ・ムハンマド・ジュダーヤ
Mus

˙
t
˙
afā S

˙
ālih

˙
Muh

˙
ammad al¯Judāya

1965／
イルビド近郊

1,519高卒（タウジーヒ資格），エネルギーおよび都市管理でオー
ストリアにて特許取得，イルビドで貿易会社経営（1982～84
年），ヨルダン軍勤務（1984～88年），オーストリアで建設
会社経営（1988～90年および2000年）

イルビド第4・第5・第6・第7・第8・第9

dムスタファー・サーレフ・ムスタファー・ア
マーウィ
Mus

˙
t
˙
afā S

˙
ālih

˙
Mus

˙
t
˙
afā al¯‘Amawl̄

1954／
イルビド近郊

2,016アラブ研究センター（カイロ）修士，同Ph.D.（2004年）取得，
軍情報部勤務（1970～87年），保険会社顧問（1987～95年），
法律顧問（1997～2003年）

sCラージー・ヌールッサアド・ハッダード
Rājl̄ Nūr al¯Sa‘d H

˙
adād

1943／
アンマン

3,745NAFヨルダン大卒，ヨルダン大修士，米国で経営学博士号取得
（1996年），ムータ大学軍事技術学部長（1989～91年），軍警
察長官（1989～91年），駐米大使館武官（1991～94年），ヨ
ルダン軍最高顧問（1994～95年），軍事計画組織副参謀長
（1995～96年），第13期下院議員（1997～2001年）

候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

aイブラーヒーム・スレイマーン・サルマー
ン・マシューヒー
Ibrāhl̄m Sulaymān Salmān al¯Mashūkhl̄

1949／
ラファハ
（パレスチナ）

8,095イスラーム
行動戦線

エジプトでイスラーム学士，ダール・アルマナール出版社社
長（1971～2003年），マシューヒー農業社社長（1975～2003
年）

aサラーメ・アターッラー・ムネイゼル・グウェイリー
Salāma ‘At

˙
ā Allāh Munayzil al¯Ghwayrl̄

1941／
ザルカ

7,184ザルカ短大卒，ヨルダン軍将校（1959～63年），ザルカ市長
（1974～78年），第11期下院議員（1989～93年）

a（Ch）ムハンマド・タハ・ヤサア・アルスラーン
Muh

˙
ammad T

˙
āhā Yasa‘a Arslān

1958／
ザルカ近郊

1,958英国で機械工学士，農機具会社社長（1988～95年），死海の
塩の合弁事業（1995～96年），ザルカ工業会議所会長（1999
～2003年）

a（C）バッサーム・サラーメ・ムーサー・ハッ
ダーディーン

Bassām Salāma Mūsā H
˙

addādl̄n

1949／
ザルカ近郊

3,055ヨルダン左
派民主党
DGB

ザルカの高校卒業後，ペルージャ大卒（イタリア），学生運
動を研究，ヨルダン人民民主党初代書記長，ヨルダン民主連
合党創設に関与，第11期（1989～93年），第12期（1993～
97年），第13期（1997～2003年）下院議員

ザルカ第1・第2・第3・第4
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sアリー・サーレフ・アフマド・アブー・スッカル
‘All̄ S

˙
ālih

˙
Ah

˙
mad Abū al¯Sukkar

1961／
ザルカ

5,751イスラーム
行動戦線

バグダード大卒（行政学），スーダンで法学士，エンジニア
協会会長（1995～2003年），建設会社経営（1988～95年），
元同胞団シューラ会議メンバー

sムーサー・ラシード・シャルキー・ハラーイレ
Mūsā Rashl̄d Sharql̄ al¯Khalāyila

1946／
ザルカ

3,284ロシアの単科大学卒，ヨルダン空軍将校（1962～74年），労
働金庫勤務（1988～89年），25年間炭鉱労働組合活動，ウン
ム・ルムナおよびラジム・アルシューク市長

dナウワーフ・ムクベル・サルマーン・ズユード
Nawwāf Muqbil Salmān al¯Zuyūd

1959／
ザルカ近郊

2,594高卒（タウジーヒ資格），実業家

sムーサー・バラカート・サウード・ザワーフラ
Mūsā Barakāt Sa‘ūd al¯Zawāhira

1965／
ザルカ

1,906ペトラ短大卒，元総合情報局員，自動車販売会社・建設会社
経営

fジャアファル・ユーセフ・アフマド・ホーラーニー
Ja‘far Yūsuf Ah

˙
mad al¯H˙

awrānl̄

1956／
アカバ

9,095薬学士，12年間サウジアラビアの軍病院勤務，その後13年
間ルサイファ・モスクの導師，教師を務め，現在は医療機器
販売

fマルズーク・ハマド・アワード・ハバールネ
Marzūq H

˙
amad ‘Awād al¯Habārina

1958／
アンマン

5,499ファイサル軍事大卒，駐米ヨルダン大使館勤務（1990～92
年），ザイトゥーナ大経理副部長（1993～96年），ルセイファ
市議（1995～99年），ルセイファ諮問委員（1997～2003年）

候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

aマフムード・アワード・イスマーイール・ハ
ラーブシェ
Mah

˙
mūd ‘Awād Ismā‘l̄l al¯Kharābisha

1950／
サルト

4,443アレクサンドリア大（法）卒（エジプト），ヨルダン大（経営）
卒，エジプトで法学修士（1994年），総合情報局勤務（1974
～91年），製紙会社経営（1991～93年），1994年から法律家，
第13期下院議員（1997～2001年）

aアフマド・ムーサー・アフマド・ファワーイール
Ah

˙
mad Mūsā Ah

˙
mad al¯Fawā‘l̄r

1946／
サルト

3,561NAF王立軍事短大卒，ムータ大卒，ヨルダン軍（少将で退役）
（1967～91年）

aムスタファー・スレイマーン・ファラー
ハ・シュネイカート
Mus

˙
t
˙
afā Sulaymān Falāh

˙
Shunaykāt

1950／
サルト近郊

3,281ヨルダン
左派民主党
DGB

バスラ大医学部卒（イラク），1975年以来開業，農業相，医
師協会会長（1982～86年），ヨルダン医療協会員（1987～89
年），第12期下院議員（1993～97年）

aハーシム・アフマド・ミトレク・ダッバース
Hāshim Ah

˙
mad Mit

˙
liq al¯Dabbās

1931／
サルト

3,097NAFカイロ大卒，英国で政治経済修士，米ミズーリ大政治・経済
Ph.D.，統計局局長（1965～70年），国民経済省次官（1970～
80年），会計検査局長（1980～ 91年），第 12期下院議員
（1993～ 97年），通信・郵便相（1994年），エネルギー相
（1996～97年）

aガーリブ・サラーメ・サーレフ・ゾアビー
Ghālib Salāma S

˙
ālih

˙
al¯Zu‘bl̄

1943／
サルト

3,097DGBダマスクス大卒，エジプトで法学修士取得（1980年），公共
安全局勤務（1969～96年），首都警察部隊長，麻薬取締り局
長，1996年から法律家，第13期下院議員（1997～2003年），
ヨルダン弁護士協会会員

aCラーイド・カマール・ムーサー・カーキーシュ
Rā’id Kamāl Mūsā Qāql̄sh

1962／
アンマン

1,870米の大学卒，グラスゴー大コンピュータ建築工学Ph.D.（英
国），応用科学技術大学講師（1993～95年），グラスゴー大
講師（1995～97年），ペトラ大助教授（2001～2003年），ヨ
ルダン・エンジニア協会会員

sムハンマド・ヌーファーン・サウード・オドワーン
Muh

˙
ammad Nūfān al¯Sa‘ūd al¯‘Adwān

1955／
マダバ

3,957NAFソ連の大学医学部卒，ヨルダン医療局より専門医認定（2002
年），バシール病院医師（1983～90年），中ゴール地区保健
局長（1990～93年），バルカ県保健局長（1993～2003年），
ヨルダン医療協会会員

aCファフリー・イスカンダル・ハンナー・ダーウード
Fakhrl̄ Iskandar H

˙
annā al¯Dā‘ūd

1950／
バルカ近郊

1,804NAF王立警察専門学校卒，アレクサンドリア大法学士（エジプト），
警察官（1971～2003年）

dアリー・スレイマーン・ムハンマド・シャッティー
‘All̄ Sulaymān Muh

˙
ammad al¯Shat

˙
t
˙
l̄

1960／
イルビド

3,980NAFヤルムーク大卒，ヨルダン大修士，デイル・アラ財務局局長，
第12期下院議員（1993～97年）

fムハンマド・ハリール・ムハンマド・アケル
Muh

˙
ammad Khall̄l Muh

˙
ammad ‘Aqil

?／
ジェリコ近郊
（パレスチナ）

10,224イスラーム
行動戦線

短大（イスラーム法）卒，アール・アルバイト大修士，イス
ラーム病院事務（1986～94年），教育省付教員および校長
（1995～2003年），元同胞団員

バルカ第1・第2・第3・第4
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候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

aアブドルジャリール・マフムード・アブド
ゥンナビー・マアーイタ
‘Abd al¯Jall̄l Mah

˙
mūd ‘Abd al¯Nabl̄

al¯Ma‘āyit
˙
a

1945／
カラク

5,013ムータ大卒，同修士（1987年），ヨルダン軍装甲旅団長
（1987～89年），軍総司令部作戦本部長（1992～94年），駐英
大使館付武官（1995～97年），王立軍事大学部長（1997～99
年）

aジャマール・ハムード・アーベド・ドムール
Jamāl H

˙
amūd ‘Ābid al¯D˙

umūr
1959／
カラク

4,618ヨルダン大卒，ナイル大法学修士（スーダン），アフリカ国
際大国際法・政治学Ph.D.（2003年），軍事法廷判事（1982～
90年），法律事務所経営（1990～2003年），ヨルダン弁護士
協会会員

aCアブドッラー・ガーネム・スレイマー
ン・ズレイカート
‘Abd Allāh Ghānim Sulaymān Zuraykāt

1946／
カラク

2,030NAF王立軍事短大卒，特別防衛部隊（1972年），軍を引退（1979
年），ヨルダン・ポタッシュ会社顧問（1981年），第11期下院
議員（1989～93年），第13期下院議員（1997～2001年）

sアブドルハーディー・アターッラー・ジャ
アファル・マジャーリー
‘Abd al¯Hādl̄ ‘At

˙
ā Allāh Ja‘far al¯Majāll̄

1934／
カラク

5,050国民立憲党
NAF

バグダード大卒（1957年），英国と米国で軍事コース受講，
ヨルダン軍除隊（参謀長）（1979年），駐米大使（1981年），公
共安全局長（1985～89年），アル・アフド党事務局長（1992
年），第12・13期下院議員（1993～2001年），住宅・公共事
業相（1996年），元ヨルダン国民立憲党事務局長

sCラーエド・イブラーヒーム・ハラフ・ヒジ
ャージーン
Rā’id Ibrāhl̄m Khalaf al¯H˙

ijāzl̄n

1952／
アジュルン

1,639DGBヨルダン大医学部卒，ヨルダン医療委員会より専門医（産
科・婦人科）認定（1986年），国立カラク病院産婦人科部長，
ヨルダン大講師，国際機関専門医，ヨルダン医療協会会員

dハーテム・アフマド・ムーサー・サラーイレ
H
˙

ātim Ah
˙
mad Mūsā al¯S˙

arāyira
1958／
カラク

4,024ヨルダン大卒，米インディアナ大修士，米インディアナ大国
際関係Ph.D.（1989年），ムータ大助教授（1989～96年），ム
ータ大学長顧問（1997～98年），ムータ大歴史学部長（1997
～2000年）

fジュマア・アーベド・サラーハ・シャッアール
Jum‘a ‘Ābid S

˙
alāh

˙
al¯Sha‘‘ār

1955／
カラク近郊

3,188NAF高卒，ヨルダン軍将校，ゴール・エルサフィ市長（1995～99
年），ヨルダン渓谷地区退役軍人協会長

dアーテフ・ユーセフ・サーレフ・タラーウネ
‘Āt

˙
if Yūsuf S

˙
ālih

˙
al¯T˙

arāwina
1954／
カラク近郊

3,429アテネ国立大卒（ギリシア），サウジアラビアPETROLA国
際会社エンジニア（1981～ 83年），地方エンジニア局長
（1983～95年），会社役員

gヒヤー・イスリーム・サリーム・カラーラ
Hiyā Isll̄m Sall̄m al¯Qarāla

1966／
カラク近郊

1,279NAFアレクサンドリア大卒（エジプト），ヨルダン弁護士資格
（1994年），7年間教員，企業法律コンサルタント（1998～99
年），企業専属弁護士（1999～2003年），ヨルダン弁護士協
会会員

hムハンマド・アフマド・ファーリス・ハマーイデ
Muh

˙
ammad Ah

˙
mad Fāris al¯H˙

amāyida
1950／
カラク近郊

820ウンム・アルクラー大卒（サウジアラビア），ムータ大修士
（2002年），教育省付教員・校長（1972～85年），ムータ大学
長室長，ムータ大副学部長（1997～2003年）

カラク第1・第2・第3・第4・第5・第6

候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

aハーリド・ハーフェズ・アラーヤーン・バザーヤア
Khālid Hāfiz

˙
‘Alāyān al¯Bazāya‘a

1948／
マアン

2,631ヨルダン軍士官，オマーンで建設会社経営，マアン市長補佐
（1980～84年），その後何度か市長代理，トラック運送業協
会会長

aアフマド・ハーメド・フセイン・クレイシャーン
Ah

˙
mad H

˙
āmid H

˙
usayn Krayshān

1951／
マアン

2,460専門学校卒，教育省付教員（1970～78年），UAE防衛省教員
および視学官（1978～91年），ヨルダン地方問題行政省行政
金融監督官（1994～2003年）

sアブドッラー・フセイン・ミトレク・ハバーフベ
‘Abd Allāh H

˙
usayn Mitliq al¯Habāhiba

1945／
ショーバク

1,194NAFアインシャムス大卒（エジプト），公共安全局に30年勤務，
その間イルビド，アンマン，バルカで警察署長を歴任，1996
年引退

dアリー・サーレム・アリー・サイーダート
‘All̄ Sālim ‘All̄ al¯Sa‘l̄dāt

1960／
ワディ・ムーサ

2,033ヤーシュ大修士（ルーマニア），マアン教育局建築部門，マ
アン公共事業局道路補修局長などを経て，大エイル行政区長

マアン第1・第2・第3
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候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

アブドルカリーム・ファイサル・デイファッ
ラー・ドグミー
‘Abd al¯Karl̄m Fays

˙
al D

˙
ayf Allāh al¯Dughml̄

1955／
マフラク

6,224ベイルート・アラブ大卒，弁護士，第11・12・13期下院議
員（1989～2003年），都市地方問題・環境相（1989～91年），
労働相（1991年），首相府担当国務相（1991年），法務相
（1996～97年）

ファーイズ・アブドッラー・ムネイゼル・シュ
デイファート
Fāyiz ‘Abd Allāh Munayzil al¯Shudayfāt

1946／
マフラク近郊

4,764バグダード大卒，教育省付教員（1973～75年），サウジアラ
ビアの民間企業経済顧問（1976～80年），サウジアラビアの
貿易会社重役（1980～2000年）

ガーネム・アーメル・ラービエ・アブー・ラービエ
Ghānim ‘Āmir Abū Rābi‘ Abū Rābi‘

1963／
マフラク

4,284NAFアレクサンドリア大卒（エジプト），弁護士（企業や地方自治
体の顧問も務める）

アブドルマジード・サリーム・ハマド・ハワールデ
‘Abd al¯Majl̄d Sall̄m H

˙
amad al¯Khawālida

1955／
マフラク近郊

4,078イスラーム
行動戦線
（シューラ会
議メンバー）

教員資格，教育省付教員・校長（1976～99年），1980年以来
モスクの導師，マフラクの男子イスラーム学校校長，元ムス
リム同胞団員

マフラク

候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

aイブラーヒーム・スレイマーン・アフマ
ド・アティーウィー
Ibrāhl̄m Sulaymān Ah

˙
mad al¯‘At

˙
l̄wl̄

1968／
タフィーラ

3,500ウクライナ大卒，元駐ヨルダン・アルメニア名誉領事，商
社・旅行社取締役，『アル・イッティジャーフ』誌社主，タ
フィーラ県諮問評議会員

aアブドッラー・アリー・オーデ・アカーイレ
‘Abd Allāh ‘All̄ ‘Awda al¯‘Akāyila

1945／
タフィーラ近郊

3,412イスラーム
行動戦線

ヨルダン大卒，南カリフォルニア大修士・Ph.D.，ヨルダン
大講師，教育相（1991年），国民憲章委員会メンバー，第10
期下院議員（1984年），第11・12・13期下院議員（1989～
2001年），元ムスリム同胞団員

aフセイン・アティーエ・ムーサー・カイシー
H
˙

usayn ‘At
˙
l̄ya Mūsā al¯Qaysl̄

1966／
タフィーラ

2,719NAFヨルダン大卒，アインシャムス大修士（エジプト），弁護士
（企業・自治体の顧問も務める）

sアフマド・アターッラー・ダバアーン・ナアーナア
Ah

˙
mad ‘At

˙
ā Allāh D

˙
aba‘ān al¯Na‘āna‘a

1939／
タフィーラ郊外

997国民立憲党
NAF

カラチ大卒（パキスタン），ヨルダン軍勤務，クウェート外
務省職員，ロイヤルヨルダン航空総支配人

タフィーラ第1・第2

候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

aスレイマーン・アワード・スレイマーン・ア
ブー・ガイス
Sulaymān ‘Awād Sulaymān Abū Ghayth

1949／
ヘブロン近郊
（パレスチナ）

5,040NAFヨルダン大イスラーム法学士（1992年），30年間教育省付教
員・校長を務める，1970年以来マダバのモスクで導師・教
師も務める

aムハンマド・スレイマーン・ミフレフ・シャワーブケ
Muh

˙
ammad Sulaymān Miflah

˙
al¯Shawābika

1955／
マダバ近郊

4,152米で経営学士，経営学修士，教育省勤務，その後民間企業

aCイマード・サリービヤー・コスタンディ
ー・マアーヤア
‘Imād Sall̄biyā Qust

˙
andl̄ Ma‘āya‘a

1946／
マダバ

2,335ヤルムーク大卒，ムータ大修士，軍建設局長（1990～93年），
王立工兵部隊長（1993～97年），王立士官学校長（1997～98
年），幕僚補佐（1998～99年）

sアブドルハフィーズ・アフマド・アッラー
ウィー・ブレイザート
‘Abd al¯H˙

afl̄z
˙

Ah
˙
mad ‘Allāwl̄ al¯Burayzāt

? ／
?

2,269イスラーム
行動戦線

ダマスクス大卒（1968年），ヨルダン大修士，ハイデラバー
ド大（パキスタン）Ph.D.（1981年），ナーブルスで教員（1959
～61年），サウジアラビアで教員（1961～63年），マダバで
教員（1967～71年），ナウルで教員（1971～78年），教員養
成所勤務（1978～81年），第11期下院議員（1989～93年），
著書多数

マダバ第1・第2



60

第14期ヨルダン国民議会下院選挙結果

候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

ムフラフ・ハマド・ムネイゼル・ルヘイミー
Muflah

˙
H
˙

amad al¯Munayzil al¯Ruh
˙
ayml̄

1954／
ジェラシ近郊

4,121国民立憲党
NAF

ヨルダン大卒，ILOセンター（イタリア）修士号，1982年ま
でヨルダン生活協同組合勤務，バニー・カナーナおよびジェ
ラシで協同組合運営（1983～87年），第12・13期下院議員
（1993～2001年），国務相（1996～97年），元アルアハド党員

イブラーヒーム・アブドッラー・イブラーヒ
ーム・アルアラーウィー
Ibrāhl̄m ‘Abd Allāh Ibrāhl̄m ‘Ar‘arāwl̄

1950／
イルビド近郊

3,890イスラーム
行動戦線

バグダード大卒，ヤルムーク大イスラーム学学位，1984年
までクウェートで薬局勤務，ジェラシで薬局経営（1984～
2003年），ジェラシ市議（1995年），元ムスリム同胞団員

ハーシム・アブドルカリーム・アリー・ズブーン
Hāshim ‘Abd al¯Karl̄m ‘All̄ al¯Zubūn

1955／
ジェラシ近郊

3,159大学医学部卒（ルーマニア），ヨルダン医療会議メンバー
（1992年），厚生省の病院・医療機関勤務（1982～92年），マ
フラク病院長（1998～2003年），ヨルダン医療協会メンバー

アリー・オクラ・アティーエ・カワークザ
‘All̄ ‘Uqla ‘At

˙
l̄ya al¯Qawāqiza

1945／
ジェラシ近郊

2,789高卒，実業家，ジェラシ市長（1991～94年），元アルアハド
党員

ジェラシ

候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

aファラーハ・ムフレフ・ファラーハ・クッダー
Falāh

˙
Muflah

˙
Falāh

˙
al¯Qud

˙
d
˙
āh

1942／
アジュルン近郊

5,397ダマスクス大卒，関税局最高法務官（1975～80年），アカバ
免税特区長官（1980～82年），ザルカ免税特区長官（1983～
87年），免税特区機構副長官・同長官（1988～96年）

aアラブ・ムハンマド・ムスタファー・スマーディー
‘Arab Muh

˙
ammad Mus

˙
t
˙
afā al¯S˙

umādl̄

1963／
アジュルン近郊

3,883アンマン・ポリテクニック卒，民間企業勤務，取締役，宝石
協会会員，アジュルン商工会議所会員，赤新月社会員

aCワディーア・ミシェル・サイード・ザワーイデ
Wadl̄‘ Ml̄shl̄l Sa‘l̄d Zawāyida

1949／
アジュルン近郊

1,285米国で経営学士取得，企業経営，ヨルダン・フランス実業家
クラブ会員

sアブドッラー・アブドッラフマーン・ムハ
ンマド・フレイハート
‘Abd All āh ‘Abd al¯Rah

˙
mān Muh

˙
ammad

Furayh
˙
āt

1955／
アジュルン近郊

2,861DGBルーマニアで電子・通信工学学士取得，教育省付教員（1981
～82年），工業校副校長（1982～84年），マフラク工業学校
校長（1984～86年），通信省支局勤務を経てアジュルン県通
信局長（1991～96年），ヨルダン・エンジニア協会会員

アジュルン第1・第2

候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

バダル・サーレフ・ムハンマド・リヤーティー
Badar S

˙
ālih

˙
Muh

˙
ammad al¯Riyāt

˙
l̄

1947／
ベイル・サビエ
（パレスチナ）

4,105イスラーム
行動戦線

ダマスクス大卒，財務省会計検査官（1972～76年），ヨルダ
ン電力公社主計官（アカバ）（1976～92年），第12期下院議
員（1993～97年），元ムスリム同胞団員

ムハンマド・フレイジー・アブドッサラーム・バドリー
Muh

˙
ammad H

˙
urayzl̄ ‘Abd al¯Salām al¯Badrl̄

1960／
アカバ

3,781タムシュアラ大医学部卒（ルーマニア），厚生省付医師（1993
～97年），医院開業（1993～97年），第13期下院議員（1997
～2001年），ヨルダン医師協会会員

アカバ
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候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

ザーヒル・ファフド・ザアール・アル=フワーズ
Z
˙

āhir Fahad Dha‘ār al¯Fawwāz
1946／
マフラク近郊

4,599軍事学修士号，1966年以降，ヨルダン軍士官，公共安全局
長官，フセイン前国王・軍護衛官，同護衛官長，前国王部族
問題副顧問，王立ベドウィン部隊長

ハーリド・アリー・ムハンマド・ブリーク
Khālid ‘All̄ Muh

˙
ammad al¯Burl̄k

1963 ／
?

4,851高卒，元ヨルダン軍将校

サアド・ハーイル・オーデ・スルール
Sa‘d Hāyil ‘Awda al¯Surūr

1947／
マフラク近郊

4,744リヤド大卒（サウジアラビア），アンマン市技師（1971～74
年），サウジアラビアエンジニア（1974～81年），国民諮問
議会議員（1982～84年），上院議員（1984～89年），第12・
13期下院議員（1989～2001年），水灌漑相（1991年），公共
事業・建設相（1991～93年），ヨルダン・エンジニア協会会
員

北部ベドウィン

候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

アリー・サーレム・デイファッラー・シャラア
‘All̄ Sālim D

˙
ayf Allāh al¯Shar‘

1959／
ラムサ

3,116大学医学部卒（ルーマニア），1989年より国内各地の医療セ
ンター長を経てマフラク王立病院勤務（1997～2003年）

ナーエフ・ハーイル・ファーレフ・ファーイズ
Nāyif Hāyil Fālih

˙
al¯Fāyiz

1947／
アルパン

2,885ダマスクス大医学Ph.D.，西独で脳神経外科Ph.D.（1985年），
キングファハド病院等に勤務，ヨルダン大医学部評議員
（2003年）

ガージー・ミンウェル・トルキー・ザベン
Ghāzl̄ Minwar Turkl̄ al¯Zabin

1951／
ザルカ

2,850大学医学部卒（ギリシア），国内病院勤務を経て，王立医療
病院の整形外科責任者（1997～2003年）

中部ベドウィン

候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

アブドッラー・ハールーン・スレイマーン・ジャージー
‘Abd Allāh Hārūn Sulaymān al¯Jāzl̄

1954／
マアン近郊

3,479国民立憲党
NAF

大学医学部卒（エジプト），企業重役を歴任，ヒジャーズ鉄
道社長，郵政局長，郵政・通信相，首相府担当国務相，第
13期下院議員（1997～2001年）

ユスリー・ハマド・アラール・ジャージー
Yusrl̄ H

˙
amad ‘Arār al¯Jāzl̄

1948／
ラシディーヤ

3,239カイロ大卒，内務省地方局長（1970～71年），部族長会議法
律顧問（1971～73年），ヨルダン・セメント会社重役，法律
事務所経営（1973～2003年）

サナド・ハマード・アリー・ネイマート
Sanad H

˙
amād ‘All̄ Na‘imāt

1955／
ハサ

2,843高卒，税関勤務，マアン関税局長，密輸防止局副長官

南部ベドウィン
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候補者氏名 得票数所属政党略　歴
出生年／
出生地

ハヤート・フセイン・アリー・ミシーミー
H
˙

ayāt H
˙

usayn ‘All̄ Misl̄ml̄

1962／
ナーブルス
（パレスチナ）

7,133イスラーム
行動戦線
（シューラ議
会メンバー）

ヨルダン大卒，イスラムコミュニティ単科大（ザルカ）学部
長補佐（2000～2003年），同講師（1989～97年），ヨルダン
薬剤師協会女性部会長，ザルカ第 1選挙区

ファラク・スレイマーン・ムバーラク・ジャマアーニー
Falak Sulaymān Mubārak  al¯Jama‘ānl̄

1945／
マダバ

1,045ダマスクス大歯学部卒，ロンドンで矯正学学位，ロンドン大
修士号取得，歯科医師，軍病院歯科（1990～95年），キング
フセイン医療センター歯科部長（1995～98年），王立医療サ
ービス長官（1998～2000年），ヨルダン歯科協会会員，マダ
バ第 2選挙区

ナーリーマーン・ズハイル・アフマド・ルーサーン
Nārl̄mān Zuhayr Ah

˙
mad al¯Rūsān

1951／
ラムサ

1,684アレクサンドリア大卒，弁護士（1984～2003年），青年高等
評議会法律問題局長（1994～2003年），イルビド青年女性セ
ンター指導主事（1984～87年），イルビド第 5選挙区

インサーフ・アフマド・サラーメ・ハワールデ
Ins

˙
āf Ah

˙
mad Salāma al¯Khawālida

1958／
タフィーラ近郊

365NAF教員短大卒（1980年），23年間校長，ヨルダン女性国民会議
会員，ヨルダン女性連合会員，タフィーラ第 2選挙区

ザキーエ・ムハンマド・スレイマーン・シャマーイレ
Zakl̄ya Muh

˙
ammad Sulaymān al¯Shamāyila

1941／
カラク

1,336ラマラ教員養成学校終了，教育省付教員，カラク女子高校長，
ムータ大地方社会開発学科内部調整部長（1996～2003年），
ヨルダン女性国民会議会員，カラク第 1選挙区

アドブ・ムバーラク・サーレフ・サウード
Adb Mubārak S

˙
ālih

˙
al¯Sa‘ūd

1969／
タフィーラ近郊

ヨルダン大卒，同修士，人間開発ヨルダン･ハーシム基金責
任者（1991～95年），教育省職員（1995～2003年），ヨルダ
ン女性国民会議会員，タフィーラ第 1選挙区

女性議席

（注）アミ掛けの2名は政治的理由で議員資格剥奪。
（出所）いずれもヨルダン内務省資料，al̄ Dustūr紙，Jordan Times紙，H.Hourani（1998, 2004），およびヨルダン政治発
展・議会問題省ホームページ（http://www.mopd.gov.jo/）による。
候補者氏名前のカッコ付数字は各選挙区の番号，（C）はキリスト教徒議席，（Ch）はシャルカシー／シーシャーン

議席，出生地のカッコ内は国または地域名，カッコのないものはいずれもヨルダン国内を示す。所属政党の欄の
NAFは国民行動戦線（保守），DGBは民主連合ブロック（左派・リベラル）を示す。

（注 1） 議会が国王の決定に主に大きな圧力を加えてい

たのは，1960年代のフセイン国王統治初期であり，常

に議会が大きな権限を持っていたとすることはでき

ない。フセイン国王統治の末期90年代における議会

再開後は，また議会が影響力（特に対米関係などをめ

ぐり）を行使することもあった。第13期までのヨル

ダンの下院議員選挙について詳しくは，北澤（2003）

参照。

（注 2） 2001年暫定選挙法第34号に基づく。ヨルダンの

上院（Majlis al¯A‘yān）の定員は55名で，閣僚経験者

をはじめとする各界の有力者から国王が指名する。

（注 3） ヨルダン人の人名は，現地での読み方を尊重し

て，氏名の表記はカタカナが現地読み（アーンミーヤ）

で表したが，アラビア語表記上のスペリングを確認

するために，アルファベット表記部分は標準アラビ

ア語（フスハー）で表してある。

（注 4） アブドッラー２世自身，故フセイン国王の民主

化路線を継承することを明言し，また対米関係を重

視する方針からして「民主化路線」を阻害していると

いうイメージは避けたいところであろう。しかし，

イスラーム政治勢力への警戒と治安優先の姿勢は，

内外のテロ事件もあって国民から支持される部分も

あるものの，2001年 6月の議会解散以後の選挙の長

期的延期などの措置に関しては，民主化プロセスの

観点からは，批判も強くなっている。

（注 5） 主にイスラーム系・左派・アラブ民族主義系の

政党は，連記制から単記制への選挙法「改悪」（1993

年）が，保守派有利の選挙結果につながると批判し，

単記制の復活を主張している。

（注 6） 国民立憲党所属議員は11議席という情報もある

が［Hani Hourani et al. 2004］，一部を除き未確認。議

会ブロックの国民行動戦線のメンバーに党員が含ま

れる可能性が高い。なお国民立憲党は保守派ながら，

政府の出した政党資格を大幅に制限するとみられる

2007年の政党法改正に「イスラーム行動戦線」を含む

ほかの野党とともに反対を表明し，民主主義制度の
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制限に対しては批判的対応を示している。
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